
町長との行政懇談会 質疑応答 

 

日  時：平成 24年 11月 13日午後 7時から午後 9時 

場  所：神山公民館  

 参加住民：14人 

 

Ｑ：昨年保育所の入所資格について、誰でも預けられるようにしたいと言っていたが進捗は？ 

Ａ：町内の保育所はどこも定員オーバーの状態であり難しい状況にある。しかし、平成 25年度

から旧田中幼稚園天枝分園を改築し、子どものショートステイを始めたいと考えている。そ

こでは誰もが預けたいときに朝 7時半から夜は 21時くらいまで、事前予約も簡略なもので対

応できるよう検討中である。また、そこでは高齢者の集まれる環境も整備し、子どもと高齢

者の交流も可能にしていきたい。 

 

Ｑ：「まんで願。」について、従来の獅子舞フェスタに比べ経費が削減できていないという話を

聞いたが、実際はどうだったのか？ 

Ａ：前回の獅子舞フェスタでは約 2,700 万円の経費がかかった。今回は場所を変えたことによ

るイニシャルコストや各種調査等を含め約 4,000 万円がかかった。交通規制予告看板につい

ても、大量に必要になった。それらは流用できるため来年からは経費を抑えることが可能に

なる。内容については、従来のものとは違った住民参加型のよいものとなった。また、協賛

金は 600万円あまり集まった。来年度からは経費を少なくできるよう努力したい。 

 

Ｑ：観光資源について、ここ最近、香川ロケの映画が多く公開となっている。三木町でもロケ

が行われている。そこでロケ地を活用した観光プランを考えてもらえれば。また誘致も積極

的にしてみてはどうか？ 

Ａ：現在公開中の「百年の時計」では白山が印象的に使われておりとてもよかった。「百年の時

計」の監督がことでん沿いの三木町の雰囲気がいいと言っていたらしいことから、またロケ

地として採用される可能性はある。ロケ地というだけではなかなか観光として成り立ちにく

い。住民の方々にはアイデアを出していただいて三木町のにぎわいを創出してもらいたい。

誘致に関しては、香川県の方針としてできるだけお金はかけずに、その代わりサポート体制

を万全にするという流れがある。誘致は三木町だけで行うということは無理もあるので県と

タイアップして行っていきたい。 

 

Ｑ：高仙山山頂公園の遊具が使用不可となっているが、いつ使えるようになるのか？ 

Ａ：遊具の点検を行った際、現在の安全基準を満たせていないため使用を中止している。修繕

等の検討もしているが、多くの費用がかかる。公園の利用者も年々減少しており、公園全体

のありかたを見直す必要もある。 

 

Ｑ：鹿庭農村公園について、維持費をかけているが、あまり利用している人を見ない。もう少

し整備して利用者を増やすのか、またはもう廃止してしまうのか？ 



Ａ：農村公園のこれからのありかたについては、検討が必要である。 

 

Ｑ：役場の窓口時間について、土日や休日も定期的に開庁して欲しい。 

Ａ：4 月に土日の開庁を行っているが、利用者は少ないため定期的な開庁については、もう少

し住民の意見を聞いたうえで検討したい。住民票などは時間外受付を利用して、時間外交付

も可能となっているので、活用していただきたい。 

 

Ｑ：新川で家庭ごみを燃やしている。 

Ａ：家庭ごみを燃やすことはいけない。周知を徹底していく。 

 

Ｑ：議会について、開催時間が分かりにくく、開催も平日のみなので、仕事をしていると傍聴

に行きたくても行けない。夜間開催や休日開催をして欲しい。 

Ａ：行財政改革推進特別委員会で議会のインターネット中継や中学生を対象とした子ども議会

などを検討している。多くの人に議会を傍聴してもらえるようこれから検討していきたい。 

 

Ｑ：メロディチャイムは曲が同じものですこし飽きるので、変更してはどうか？ 

Ａ：平成 24年 2月 1日から町内 31か所の防災行政無線スピーカーから放送している。スピー

カーに隣接した住民からは苦情がでるのではと心配していたが、それほど多くの苦情もなく、

むしろ好意的な意見をたくさん聞く。曲のタイトルについても問い合わせがあるほどである。

いろいろな意見を聞いた上で、曲の変更については検討していきたい。 

 

Ｑ：耕作放棄地についての対策は？ 

Ａ：県の農地転用の基準が緩和されたことで、町内の農地で太陽光発電設備を設置して活用す

ることになった。耕作放棄地対策は国、県と連携して取り組むべき問題である。 

 

Ｑ：神山保育所に入所させたいが断られた。鹿庭の子どもが入れないというのはおかしい。な

んとかならないか？ 

Ａ：保育士数の関係もあり、なかなか入れない状況にある。鹿庭以外からの子どもが継続で入

所している場合、そちらを優先しなければいけないことから、現在のところ難しい。 

 

Ｑ：サルとイノシシについて、鹿庭や奥山の人から話をきくと、もうあきらめに近い気持ちに

なっている人が多い。奥山では農作物を作っても、被害に遭いサルやイノシシのえさを作っ

ているような感もあるということで農業をしないという人もいる。国、県も含めて考えなけ

ればいけない問題であるが、何か対策は？ 

Ａ：有害鳥獣被害については、大きな問題であると認識しているが、現在のところ根本的な解

決方法がない。イノシシは毎年猟友会に協力してもらい年間 100 頭ほど駆除している。電気

柵なども設置しているが、設置した農地には効果があり、それ以外の農地に被害がでるだけ

だ。サルについてはもっと深刻で猟友会にも駆除の依頼をしているが、サルを撃つことには

抵抗があるらしく、なかなか駆除できない。昔のように山をきちんと管理していれば被害も



少ないのかもしれないが、それも難しい。 

 

Ｑ：県道や町道に捨てられている空き缶ゴミの量が多い。何か町を挙げて対策を考えてもらい

たい。飲料メーカーにも責任があると思うので、メーカーにゴミ箱を設置してもらうなどの

方策を考えてみてはどうか？ 

Ａ：空き缶ゴミについては、個人のモラルの問題で、町も看板などを設置して啓発しているが、

なかなか改善が見られない。町という単位でメーカーに要望しても聞き入れてもらえる可能

性は低い。国を挙げて要望する必要がある。 

 

Ｑ：ハクビシンやアライグマも増えている。彼らは凶暴でひっかかれた人もいる。 

Ａ：アライグマは一昨年平野部で大量発生し、80頭あまりを捕獲し処理した。性格が凶暴なた

め注意が必要である。サルを追い払うため訓練した犬を利用した例が他町であるが、根本的

な解決にはなっていない。 

Ｑ：ボスを捕獲すれば、一時的にではあるが群れを解散させることができるのではないか？麻

酔銃を利用すれば、猟友会の心理的な嫌悪感を低減できるのではないか？ 

Ａ：麻酔銃は麻酔針などの管理が厳しく、はずした場合は必ず探しだして手元に保管する必要

があることから、必ず当たる状況でない限りは使用しようとしない。 

 

Ｑ：しずかの里に関連して、町営で葬祭業はできないか？ 

Ａ：町が運営すると民間圧迫になるので難しい。 

 

Ｑ：滋賀県の大津でいじめ問題があったが、三木町の小中学校でいじめはあるのか？ 

Ａ：いじめと思われる報告もあがってきているが、問題が起きると学校の教員は聞き取りや家

庭訪問をして解決へ向けてがんばっている。 

Ｑ：先生がどれだけ子どもの心の近くにいてあげられるかが大切である。相談できる体制づく

りをがんばってもらいたい。 

 

Ｑ：「まんで願。」について、さぬき市のかぐや姫カーニバルでは来場者に抽選券を配り、祭り

の最後に抽選会を行うことで、最後までお客を会場に滞在してもらう工夫をしている。三木

町の場合はどうだったか？また、小中学校の吹奏楽部などを呼び演奏をしてもらうことで保

護者に来場してもらうような方法はどうか？ 

Ａ：「まんで願。」では、オープニングの来場者を増やす目的で先着 40人に北海道七飯町のじゃ

がいもと三木町のいちごのワインをプレゼントした。また、商工会の協力で祭りの公式ガイ

ドブックにスタンプラリーを掲載し、当日に抽選会を行った。大変盛況で景品が足りないほ

どであったと聞いている。住民の意見を取り入れ今後のまつりに活かしたい。 

 

Ｑ：交通事情について、オーストラリアでは歩行者が何においても優先されている。信号に関

係なく自動車は歩行者を優先させている。そういった環境にはならないか？ 

Ａ：香川県の交通マナーは大変悪いといろいろなところで言われている。交通モラルの向上の



ため、啓発活動を推進したい。 

 

Ｑ：文化交流プラザの借地料が減額になったとあるが、今年増やした駐車場についてはどうか？ 

Ａ：減額できた分で、増やした駐車場の借地料はまかなえている。 

 

Ｑ：山間部のコミュニティバスについて詳しく知りたい。鹿庭からは乗車することは可能か？

また、終点が学園通り駅ということだが、病院に行きたい場合はどうするのか？ 

Ａ：山間部のコミュニティバスは広野・津柳コースと小蓑・朝倉コースを運行する。今年度は

試験運行ということで、天満や二区からの乗車は今のところ想定していない。また、病院に

行く場合は、学園通り駅から従来のコミュニティバスに乗り換えていただくようになる。ど

ちらも試験結果と住民の意見で改善していきたい。 

 

Ｑ：河川の水質検査について、検査結果を公表すると思うが、結果に対しての対策はどうなる

のか？ 

Ａ：水質検査については百眼百考会議での提言で今年度から実施することになった事業で、季

節ごとの水質を検査することとしている。新川は全国的にみても水質が悪い。原因は生活排

水がほとんどであることから、結果を公表し住民の生活排水に対する啓発としていきたい。 

 

Ｑ：浄化槽の保守点検料金と法定検査料金について、両方払う必要はあるのか？ 

Ａ：法定検査については、法律で定められた検査であり、保守点検を含めた維持管理が適正に

行われているかを検査しているため、別であるということを理解してもらいたい。 

 


